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校長室から
毎年のことではありますが、元旦は茂木町の鎌倉山で初日の出を拝んでいます。

今年は南小児童の健康と活躍を祈念してきました。東の空低く雲があり、御来光は

やや遅めでしたが、やはり日の出には力強さを感じました。さすがに冷え込んでは

いましたが、新年のスタートとして、身が引き締まり、今年も１年がんばろうと思

えました。職員一同、今年もよろしくお願いします。

自己肯定感を高めるために

以下は、三森啓文著「ペップトーク入門」の中に紹介され

ています。

人は誰でも、他人から「認められたい」という気持ち

をもっています。

・その子自身の存在や、夢、希望(存在)

・その子のがんばっている姿(行動)

・その子が残した結果(結果)

これらを積み重ねたものを、承認のピラミッドと言っています。ひとは、「認められる」ことによって自

信をもつことができ、伸びていくのです。認められ、褒められて育った子は、自己肯定感が高くなります。

その逆に、否定されて、叱られて育った子は、自己肯定感が低くなります。

次に、相手を「承認」する言葉、「否定」する言葉

を比較してみましょう。あなたが普段使っている言葉

は、どちらでしょうか。どちらがやる気が起こるでし

ょうか。もちろん、中には否定される方が、「なにく

そ！」と頑張ることができる子もいるでしょう。しか

し、大多数は承認された方が、やる気スイッチが入る

のです。人にとって、「認められる」ことは、大変重要なことです。励ましのつもりで、あえて否定すると

いう方もいますが、実際に、ご自身がそのような否定の言葉で励まされた（？）としたら、どんな気持ちに

なるでしょうか。

「・・・しちゃダメ」つい、言ってしまいがちな言葉ではありますが、ネガティブな言葉はネガティブな結果

を生むことがあります。

私が遭遇した光景で、車の中からこんな危険な場面を見たことがあります。2人の子供を連れて、幼稚園

に送っているママらしき女性。お友達と話をしながら、信号のすぐそばの横断歩道を渡って子供を送ってい

こうとすると、下のお子さんでしょうか。よそ見をしていたのか、渡る手前で取り残されてしまいました。

信号が青に変わって、車が動き始めました。ついてきていない下の子に気づいたお母さんが、「来ちゃダメ！

渡らないで！」そのような言葉を言っていたようです。下の子は、泣き出して、走り出しました。その瞬間、

大きなブレーキ音。車はお子さんの手前で止まりました。・・・・・小さな子には、否定語は余計に通用し

ないのかもしれません。

否定する言葉が出てしまいそうになったときに、肯定する言葉への変換する習慣を大人も用意していく必要が

あるように思います。子供たちのやる気スイッチを見つけるために頑張っていきましょう。

新型コロナウイルス感染症

年が明けてから、オミクロン株の影響でコロナ感染症が急拡大し、不安な日々をお過ごしのことと思います。

学校でも、引き続き感染症対策を継続していきますので、御家庭でも御協力をお願いします。御家庭に発熱等の

体調不良の方がいる場合は、登校を控えるようにお願いします。（中学生や幼稚園、保育園の兄弟姉妹に体調不

良者がいるときも、同様にお願いします。）

・存在の承認 ・存在の否定
君がいるから お前には無理
君ならきっとできるよ お前じゃなくてもいい

・行動の承認 ・行動の否定
がんばってるね 何やってるんだ
いいやりかたしているね もたもたするな

・結果の承認 ・結果の否定
よくやったね 何をやってもダメだな
頑張ったね そんなこともできないのか



始業式から
今年は寅年なので、今までの寅年にあったできごとを紹介しました。

・２０１０年 小惑星探査機「はやぶさ」が小惑星「イトカワ」の微

粒子を初めて採取して地球に帰還。

・１９９８年 サッカーワールドカップで日本が初出場。

日本初の火星探査機「のぞみ」が打ち上げに成功。

世界最長の吊り橋「明石海峡大橋」が開通。

・１９８６年 上野動物園で国内初のジャイアントパンダが誕生。

・１９７４年 世界初の個人向けパソコンを発売。

オンラインによる児童の発表

「初めて」という出来事が多いことから、何かにチャレンジするにはよい年であると思われます。また、３学期

は１番短い学期ですが、勉強や委員会活動などもしっかりとまとめ、まだ身に付いていないことを確かめ、きち

んとおさらいして進級・進学してほしいと話しました。そして、これからが１年で１番寒い時期ですが、植物は

その寒い日を一日一日耐えながら生長し、春には立派な花を咲かせます。児童のみなさんがこの３学期に自分を

鍛えて、成長していく姿を楽しみにしていますと伝えました。

地震発生後、理科室から火災が発生したことを想定し

て、避難訓練を実施しました。コロナ禍であっても、避

難しなければならない状況がいつ起きるかはわかりませ

ん。外に集合するときは、各自が距離をとって集合しま

した。消防芳賀分署より３名の署員にお越しいただき、

避難するときの大切な合い言葉「お(おさない)･か(かけない)･し(しゃべらない)･も(もどらない)･ち(ちかづかな

い)」についての説明や消火器の使い方を教えていただきました。代表児童による初期消火の訓練も実施しまし

た。何よりも大切なのは、自分の命です。御家庭でも万が一の時の備えを話題にしてみてはいかがでしょうか。

｢給食で食べてください｣と、たくさんのいちご（とちおとめ）をいただきました。

校長室で給食委員会の6年生が児童代表として受け取り、「いちごはとてもおいしい

ので、今日の給食が楽しみです。」とお礼を言いました。給食で、甘いいちごをおい

しくいただきました。

町内外５人のＡＬＴに来ていただき、体験型の外国語活動を

行いました。児童は、グループごとにミッションカードを受け取り、

ショッピングリストにある商品を各ＡＬＴのブースで購入しました。

２回目のミッションでは、グループでオリジナルのパンケーキやクレ

ープなどを考え、必要なものを購入する体験学習を実施しました。児

童はみんな楽しそうに英会話に取り組みました。

業間になわとび集会を実施しました。大縄を使った８の字跳びです。

この日のために、どのクラスも昨年12月から、優勝目指して練習し

てきました。順位は、３分間を２回跳んだ回数に以下の倍率をかけて

決定しました。

６年 ５年 4年 ３年 ２年 １年

１倍 1.2倍 1.4倍 1.6倍 1.8倍 ２倍

優勝 3年2組 準優勝 2年1組 3位 2年2組

どのクラスも仲良く助け合い、絆を深めることができました。

３分間で跳んだ回数の最高記録は、６年生の２４４回でした。下級生が６

年生の跳ぶ様子を見て、「さすが６年生」と憧れの眼差しで見ていました。

　　２月の行事予定
　２日(水)朝会
　３日(木)クラブ⑨
　４日(金)入学説明会
１５日(火)３年社会科校外学習
１８日(金)授業参観
２２日(火)委員会⑧
２３日(水)天皇誕生日
２４日(木)読み聞かせ（ボランティア）　クラブ⑩


